
第1回事業棚卸結果表

【Aグループ】

事業名 概要 論点 結果 意見（提言）

（改）電話交換業務について民間委託を検討すること

（改）庁舎の長寿命化を図るべく、庁舎診断を行うこと

（改）臨時職員に要する経費の削減を図ること

（改）優先順位をもち、計画的に庁舎の改修を行うこと

（改）今後予想される予算減少による対策を検討しておくこと

（改）専門職員、専門組織による推進を図ること

（改）不動産会社へ経費を支払ってでも売却促進を図ること

（改）更なる有効活用と売却、利活用について具体化すること

（継）資産台帳の早期作成を求む。自主財源の確保に努めること

（継）売却時には、より広い範囲での情報開示を求む

（改）システムに対して各課の意見が反映される体制づくりを行うこと

（改）共同利用の研究に努め、セキュリティー強化、経費削減を図ること

（民）民間委託の検討を行うこと

（民）３町が歩調を合わせ利活用の検討を進めること

（改）統合し、活用方法の充実化を図ること

（改）ピアノ使用回数をあげる工夫を検討すること

（改）大栄改善センターについて老朽化が目立ち他ホールへの流出が見られる。トイレ
など施設内の整備を図ること

（改）利用条件など、利用しやすい告知を行うこと

（改）北条センターは指定管理を検討すること

（改）幅広い利用方法の検討をすること

一般管理事業（事務用品一括、庁舎管理
含む）

町有財産管理事業

電算処理委託事業

光ファイバーネットワーク施設管理事業

大栄農村環境改善センター（北条含む）
管理事業

改善を行うこと

改善を行うこと

改善を行うこと

民間委託を検討す
ること

改善を行うこと

大栄庁舎の管理、職員人事、
庶務、事務用品の購入

・庶務業務の外部委託の可能
性
・経費の削減（＝計画的な改
修）

町有財産の修繕、保険料の支
払い、電気保安管理、不要財
産の売却促進

・不要財産の洗い出し及び整
理計画
・売却時の適正な周知

各種電算システムの維持管理 ・共同利用の可能性

光ファイバーネットワーク施設
の維持管理、中電・NTT柱共
架料、自営柱敷地料の支払い

・今後の維持管理のあり方

大栄・北条両改善センターの
維持管理、スタインウェイピア
ノの管理運営（大栄）

・改善センターは2つ必要か
・スタインウェイピアノの活用
方法
・利用条件緩和の可能性



【Ｂグループ】

事業名 概要 論点 結果 意見（提言）

（改）２つの制度の一本化（又はマル経のみの利用）を検討すること

（改）商工会等との連携強化をすすめること

（継）各経営体に成果を出していただける取り組みを行うこと

（継）延命としての事業制度とならないよう取り組むこと

（改）町としての方向性を明確にすること

（改）耐震事業との一本化を検討すること

（改）分析を行い、他産業との連携を深め全体として事業拡大されたい

（改）コナンだけではない観光内容の検討を行うこと

（改）一部民間委託の検討を行うこと

（改）観光客だけではなく、町民の声を聞くこと（商工会、観光協会会議への参加）

（改）境港市の取り組みをもっと参考にすること

（改）ＰＲと共に、町民の参加を促す策を検討し実行すること

（民）利用者の分析を客観的にすること（リピート率、年代、滞在時間など）

（民）施設の修繕計画を作成すること

（廃）事業として分ける必要が感じられない

（廃）（土地賃借料について）指定管理者へ一括すべき

（廃）（運営委員会について）必要性が感じられない

（廃）（運営委員会について）他施設とレークサイドを分ける必要はない。事業集約を
検討すること

（廃）松くい虫対策も他の地区と合わせて行うことを検討すること

改善を行うこと
小口融資等貸付事業（マル経融資利子
補助事業含む）

改善を行うこと

改善を行うこと

廃止を検討するこ
と

廃止を検討するこ
と

住宅リフォーム支援事業

観光振興事業

北条海浜広場管理事業

レークサイド大栄管理事業
松くい虫被害木の伐採、運営
委員会の開催

・運営委員会のあり方
・類似事業統合の可能性

中小企業に対する小口融資
貸付、企業の借入に対する利
子補助

・成果の把握
・類似事業統合の可能性

町内居住者が町内事業所を
利用した住宅リフォームに対
する補助

観光PR活動、観光施設の維
持管理、町観光協会への補助

土地の借り受け費用支出

・類似事業統合の可能性
・町としての事業の方向性

・町の観光施策方針
・実績の分析とこれからの取
組

・１つの事業としてのあり方
・指定管理者とのかかわり


